
夢旅秋旅 4768：富士山奥庭探訪のひと時 116 
 

平凡な⼭道が続く。空を⾒上げると、ご覧の状況。 

⼭の神社に到着。お参りして、無事な旅のお礼と、この場所に来られたお礼。 

空を⾒上げて、今おかれている環境や状況の把握。ひとり旅である。 

⽇暮れからの闇、夜道は、境界がわからず、歓迎できない。 

⼀区切り。秋空を確認して、⾝の程や天候、リスク管理も頭に⼊れて、次のステップへ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



なんでもない光景も⾯⽩い。座り込んで、時に、植物に触れる。 

はかなそうに⾒えても、⾵雪に耐えて、⼈間を、楽しませてくれるのはすごい。 

道中で⾒た、出会った、⽊々や⼤⽊の生命力。⾒事なものである。 

 

 

   

 

 

 

 


